
ハロウィンのイメージと

いえば人の顔をしたランタ

ンというイメージが定着しています。黄色い顔に

ニヤリとした表情が特徴的です。このランタン（正

式名称：ジャック・オー・ランタン）を作るのに欠

かせないのが「かぼちゃ」です。

ハロウィンの元になったケルト人の収穫祭で

は、ランタンを作るのに「かぶ」を使っていました。

しかし、ハロウィンがキリスト教に取り入れられ

アメリカに伝わった際、アメリカではかぶは馴染

みのない珍しいものでし

た。そのため、収穫祭の時

期にアメリカで多く収穫

されていた「かぼちゃ」を

使い代用しました。それが

キリスト教の普及ととも

に広まり、アメリカから伝

えられた日本でも、「ハロウィン＝かぼちゃ」のイ

メージが定着していきました。

ちなみに、ヨーロッパでハロウィンの本場とい

われるアイルランドなどでは、今でもかぶを使っ

ているそうです。

１
０
月
の
別
名
「
神
無
月
（
か
ん
な
づ

き
）
」
は
旧
暦
に
基
づ
く
呼
び
方
な
の
で
、

現
代
（
新
暦
）
で
は
１
カ
月
ほ
ど
季
節
が

進
ん
だ
１
１
月
頃
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
呼
び
名
を
、
和
風
月
名

（
わ
ふ
う
げ
つ
め
い
）
と
い
い
ま
す
。

但
し
、「
神
が
不
在
に
な
る
」「
全
国
の

神
々
が
出
雲
に
集
ま
っ
て
翌
年
に
つ
い

て
会
議
す
る
の
で
、
出
雲
以
外
に
は
神
が

い
な
く
な
る
」
と
い
う
考
え
方
は
、
語
源

俗
解
（
言
葉
の
由
来
に
つ
い
て
、
言
語
学

的
な
根
拠
が
な
い
も
の
）
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
神
が
い
な
く
な

る
と
い
う
の
は
平
安
時
代
以

降
に
広
ま
っ
た
も
の
で
、
併
せ

て
「
出
雲
地
方
に
神
々
が
集
ま

る
」
と
い
う
俗
信
が
生
じ
、
出

雲
地
方
で
は
１
０
月
は
「
神
在

月
（
あ
る
い
は
神
有
月
）
」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

神
無
月
に
は
、
も
と
も
と

「
神
の
月
」
と
い
う
意
味
が
あ

り
ま
す
。
古
代
で
は
「
の
＝
な
」

で
、
神
な
月
（
か
む

な
づ
き
）だ
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
６
月
の
水
無
月

＝
水
の
月
も
同
様

で
す
。
諸
説
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
季
節
が

神
聖
な
五
穀
を
収
穫
し
、
神
々
に
さ
さ
げ

て
感
謝
す
る
大
事
な
季
節
だ
っ
た
た
め
、

そ
う
い
う
呼
び
名
に
な
っ
た
と
い
う

考
え
方
が
有
力
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

他
に
も
、
雷
の
鳴
ら
な
い
月
で
あ
る

「
雷
無
月
（
か
み
な
し
づ
き
）
」
が
転
じ
た

と
い
う
説
、
新
穀
で
酒
を
醸
造
す
る
月
で

あ
る
「
醸
成
月
（
か
み
な
し
づ
き
）」
が
転

じ
た
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

古
来
、
自
然
の
う
つ
ろ
い
を
素
直
に
表

現
し
た
言
葉
が
多
い
の
が
、
和
風
月
名
の

特
徴
で
す
。
神
無
月
は
そ
の
中
で
も
ひ
と

き
わ
、
森
羅
万
象
を
神
と
し
て
崇
め
る
古

来
日
本
の
精
神
や
、
八
百
万
の
神
々
の
存

在
を
感
じ
ら
れ
る
月
だ
と
い
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

～ ハロウィンになぜ「かぼちゃ」？ ～

いき

いき

“つくれる文具屋さん”の木阪賞文堂がお届けする

輝くステキな女性にささげる、ミニ情報誌です。
2024年

10～11月号
発行
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～ 非利き手を使ってみよう ～

調理の流れを考えると、冷蔵庫から食材を取り出し、洗っ

て、刻んで、加熱調理して、配膳するという一連の流れにな

ります。冷蔵庫、シンク、調理台、コンロ、という順番に配

置するのが基本です。快適に作業ができる動線の組み立て方

は、コンロ、シンク、冷蔵庫の 3 点を結ぶ三角形の辺の合計

が 510 センチといわれてい

ます。さらに、コンロとシンク

の間は、120 ～ 180 センチ、

シンクと冷蔵庫の間は 120

～ 210 センチ、冷蔵庫とコン

ロの間は 120 ～ 270 センチ

程度が適当です。

キッチンをレイアウトする

際の参考にしてください。

   【Ｑ】 使いやすいキッチンの動線の基本を

     教えてください

Ｑ

Ａ
&

字を書いたり、食事

をする時などに使ったりする手を、一般

的に「利き手」と言います。利き手の左右

の比率は全世界的に右が圧倒的に多く、

約 9 割ほどの人が右利きだそうです。

これは、脳の構造・特に言語中枢と深く

関係していることがわかっています。で

すから、意識的に利き手でない手を使う

ことで、日常的に使用しない脳の部位が

活性化され、集中力や注意力が増したり

認知症予防に繋がったりという効果が期

待できることがわかっています。

生活の中で挑戦してみるなら（字を書

くのはさすがにハードルが高いかもしれ

ませんから）、物を取る時に利き手とは反

対の手を使う・食事の時は非利き手で箸

を持つ・歯磨きの時は非利き手で歯ブラ

シを持つ…など、何気なく利き手でやっ

てしまうことを反対の手でやってみま

しょう。ちなみに、食事で非利き手を使う

と、慣れないために上手に箸が使えず

どうしてもゆっくり食べることになるの

で、食べ過ぎを防ぐのにも効果的とのこ

とです。

聞いて極楽見て地獄

人
か
ら
聞
い
た
と
き
は
極
楽
の

よ
う
に
感
じ
た
が
、
実
際
に
見
る

と
ま
る
で
地
獄
の
よ
う
･
･
･
つ
ま

り
「
話
に
聞
く
の
と
、
実
際
に
体
験

す
る
の
と
で
は
大
き
な
違
い
が
あ

る
」
と
い
う
と
き
の
例
え
と
し
て

使
わ
れ
ま
す
。『
江
戸
い
ろ
は
か
る

た
』
の
「
き
」
に
あ
た
り
ま
す
。

 「

極
楽
」
も
「
地
獄
」
も
死
後
の

世
界
の
こ
と
で
す
が
、
言
葉
の
意

味
と
し
て
は
苦
楽
（
苦
し
い
こ
と

＝
地
獄
／
楽
な
こ
と
＝
極
楽
）
を

意
味
し
て
い
ま
す
。
 仕
事
な
ど
で

は
「
実
態
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か

わ
か
ら
な
い
の
で
、
で
き
る
だ
け

確
認
し
た
方
が
い
い
」
と
い
う
釘

を
刺
す
よ
う
な
場
面
で
使
わ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

対
義
語
に
は
「
噂
に
た
が
わ
ぬ
」

「
聞
き
し

に
勝
る
」

な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま

す
。

長
い
間
一
緒
に
暮
ら
し
て
、

 そ
の

間
に
芽
生
え
る
感
情
こ
そ
が
「
愛
」

—

谷
川
俊
太
郎
（
詩
人
・
絵
本
作
家
）
 



リサイクルのクイズに答えて

商品券を当てよう！

小型充電式電池 リサイクルクイズキャンペーン2024

【賞品】

1等…30万円分のJCB商品券／1名様

2等…10万円分のJCB商品券／2名様

3等…1万円分のQUOカード／50名様

当選者が小中学生の場合、1万円分図書券

【応募方法】

キャンペーンサイトより応募フォームページに移動し、

アンケート・クイズの答え・氏名や住所などの情報を入力して応募

（ハガキでの応募は受け付けておりません）   

【キャンペーンサイト】 https://www.jbrc-mob.com/campaign/

【応募締切】 22024年12月27日（金）13時まで

【主催】

一般社団法人JBRC

〒105-0011 東京都港区芝公園3-5-8 機械振興会館

TEL:03-6403-5673  FAX:03-6403-5683

ホームページ https://www.jbrc.com/

「一般社団法人 JBRC」は、2001 年に施行された「資

源有効利用促進法」に基づき、使用済み指定再資源化製

品のリサイクル活動を行うため 2004 年に設立された

団体です。資源有効利用促進法では、小型充電式電池

メーカーや同電池の使用機器メーカー、それらの輸入事

業者などに、小型充電式電池の回収・再資源化が義務づ

けられました。JBRC は、同法人に登録した全国の協力

店・協力自治体・協力事業者などから小型充電式電池を

回収し、再資源化を推進しています。

「小型充電式電池 リサイクルクイズキャンペーン

2024」では、キャンペーンサイトで出題されているク

イズの答えを応募すると、1 等・30 万円分の JCB 商品

券が 1 名に、2 等・10 万円分の JCB 商品券が 2 名に、

3 等・1 万円分の QUO カードが 50 名に当たります。

リサイクルヘの意識を深めるきっかけにもなります

ので、ぜひクイズにチャレンジしてみてください。



和菓子の「ようか

ん」は漢字で書くと

「羊羹」となり、「羊」が使われています。これは、中

国で食されていた「羊のスープ」が由来と言われてい

ます。「羊のあつもの」という羊肉を使って作ったとろ

みのあるスープでしたが、あつものを漢字で書くと

「羹」となり、そのまま「羊羹」となるわけです。鎌

倉から室町時代にかけて、中国の禅僧によってこの

スープが日本に伝わりました。しかし、日本の禅僧は

お肉を食べることを禁止されていたため、羊肉を小豆

や葛などに置き換え、精進料理として食べるようにな

りました。これが現在の羊羹の原型とされています。

【参考】キッコーマンホームクッキング https://www.kikkoman.co.jp/homecook/



文具の新たな可能性を広げる！

  UVプリンターでつくる特別な一品

 後
悔

と
は
、
や
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に

 す
る

も
の

じ
ゃ

な
く

て

、

 や
ら

な
か

っ
た

こ
と

に
す

る
も

の

。

 だ
か

ら

私
は
チ
ャ
ン
ス
が
き
た
ら

 必

ず
ト
ラ
イ
す
る
。
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つくれる柳井の文具屋さん”木阪賞文堂は、文具の魅力をさらに広げるため、小さな新しい挑戦

をスタートしたいと考えています。このたび年内中に導入予定のエプソン社小型UVプリンター

「SC-V1050」は、コンパクトで限られた機能ながらも、立体物への名入れやオリジナルデザ

インをスピーディーに提供できる優れものです。上質な文具は単なる道具ではなく、アイデア

をカタチにし、毎日の生活に彩りを添える存在です。デジタルが進行するなかでもアナログは

大切な要素だと思っています。例えば、お子様が描いた一枚の絵が、世界にひとつだけのノー

トやペンに変わり、大切な瞬間を記憶に残す特別なアイテ

ムになります。地元企業様には小ロットでの名入れグッズ

作成をお手伝いできるかもしれません。小規模だからこそ

できる対応で、地域のお客様のニーズに寄り添い、グッズ

作りのお手伝いができたら嬉しいです。文具の無限の可能

性を感じながら、毎日をもっとワクワクさせる文具アイテ

ムを一緒に作り上げましょう！(記：木阪泰之)



遊気百菜館さん(旧Aコープ柳井店)近く、柳井グリ－ン

マンション前。ＪＲ柳井駅より450㍍、車で約70秒。

『市内だから歩い

て行ける、市内な

のに車で行ける』

20台駐車ＯＫ

ですよ！ご来店

お待ちしていま

す。(木阪:記)

そうだ！賞文堂！行こう！

赤い屋根の木阪賞文堂です。

  会社名 つくれる文具屋さん(有)木阪賞文堂
◆今月のおすすめ 商品（サービス）のご案内

■スタッフ人数8名（中央店7名、白壁店1名）

★来年のキャッチコピーは“木阪バンパク2025”です。文具と絡めた企画を模索中!!

・モットー 『当社の商品・サービスを通じてお客様を幸せにすること！』

・会社の場所  〒742-0035山口県柳井中央3-9-2

                (柳井グリ－ンマンション前）

・連絡先 ＴＥＬ（０８２０）２２-０１５０

★ホームページ https://sirakabe.com

★Ｅメール info@sirakabe.com
中央店スタッフの似顔絵です。

遊気百菜館

シャチハタ 塗って浮き出る不思議なインク

Ukidel“ウキデル”誕生

水性染料ｲﾝｷを弾く特殊インキを

採用した白色のスタンプパッド。お

好きなゴム印で捺印した印影の上

から万年筆インクや水性ペンで塗

ると、イラストが浮き出たように見え

るんです。オリジナルの金魚ちょう

ちんデザインに活用してみる予定

です。文具のある生活って本当に

楽しいです。(記：賞文堂スタッフ)

柳井市白壁の町並みのPRを目的とした“AR金魚ちょうちん”のニュースを皆様方にお知らせします。

ソニー出身のAR企業である㈱A440様のご協力により、金魚ちょうちんがデジタル技術で新しい

命を吹き込まれ、皆さんのスマホを通じてどこでも泳ぎ出します。特別なQRコードを読込むだけで、

目の前に現れるのは美しい5色（赤・青・黄・橙・黒）の金魚ちょうちんたち。どの色に出会えるかは、QR

コードを取得した場所によって異なるので、柳井市内を巡る冒険がさらに楽しくなることでしょう。

この取り組みは、柳井市白壁の町並みを守る会が重伝建(重要伝統的建造物群保存地区)選定40周

年を祝う特別企画です。アナログのスタンプラリーと連動し、16の対象店舗や施設でQRコードを探す

楽しみがあり、さらにポイント取得するで進呈される「柳井限定パスポート」(80冊)の中にも同様の

QRコードが…？！まさに宝探しのようなワクワク感で、デジタルとアナログが融合した新たな体験

が実現します。そして、これは始まりに過ぎません！今後もこのAR金魚ちょうちんプロジェクトを通

じて、さまざまな場所やイベントでの展開を計画中です。地域の歴史や文化をデジタル技術でさら

に輝かせ、これまでにない楽しさと驚きをお届けすることを目指しています。柳井市全体が、未来へ

向けてますます進化していく姿を、どうぞご期待ください。特別な瞬間を皆さんと一緒に創り上げ

ていきたいものです。 (記：木阪泰之)

「AR金魚ちょうちんが柳井市に新風を！
   伝統と未来が融合する特別体験」


